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義務教育段階においては、山間・へき地や、小規模校などの

学校で児童生徒間の多様な交流や専門家による対面での指導が

困難な場合に、遠隔授業を積極的に活用することにより、児童
生徒が多様な意見や考えに触れたり、協働して学習に取り組む

機会の充実を図り、また、児童生徒の学習活動の質を高めると

ともに教師の資質向上を図る必要がある。

「令和の日本型学校教育」の構築を目指して（中教審答申）

８．人口動態等を踏まえた学校運営や学校施設の在り方について
⑵ 児童生徒の減少による学校規模の小規模化を踏まえた学校運営

③ 中山間地域や離島などに立地する学校における教育資源の活用・共有

参考：「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、
個別最適な学びと、 協働的な学びの実現～（答申）」（中央教育審議会）

Ⅰ 問題意識
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参考：「遠隔教育システム活用ガイドブック第３版」（文部科学省）

Ⅰ 問題意識
○ 令和２年度 遠隔教育システムの効果的な活用に関する実証（文部科学省）

遠隔合同授業の効果
・多様な意見や考えに触れられる。
・友達との話合いや議論を通じて、自分の
考えを深められる。

・社会性やコミュニケーション力が養わ
れる。

・他校の状況や様子について把握できる。
・学習活動の規模が広がる。
・複式学級での直接指導の時間が増える。
・学習意欲や相手意識が高まる。
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児童生徒アンケート質問項目

肯定
的な
回答
の割
合

自分たちのクラスだけでやる授業より
も、ほかの友達のことを考えて、自分
の考えを分かりやすく伝えたり、説明
したりした。

71.4%

自分たちのクラスだけでやる授業より
も、友達の意見や発表をしっかり聞い
ていた。

85.2%

自分たちのクラスだけでは出てこない
ような意見を聞くことができた。

88.5%

自分たちのクラスだけでやる授業より
も、友達と一緒に考えたり、考えをま
とめあったりした。

78.1%

自分たちのクラスだけでやる授業より
も、やりがいや満足感があった。

71.4%

小規模校では、きめ細やかな指導ができるといったメリットがあ
る反面、集団の中で多様な考え方や見方に触れながら切磋琢磨し学び
合う機会が少なく、さらに複式学級を有する極小規模校では、間接指
導の方法にも思考錯誤しているなど、児童や教職員への負担が大きい
傾向にある。

参考：「人と人とが繋がり合う、一歩先の社会の姿を目指して 学びの質を高める試行錯誤の３年間」（愛媛県西条市・西条市教育委員会）

Ⅰ 問題意識

※実証校児童数 418名

○ 先行実践に学ぶ
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北海道の複式学級を有する学校数

＊複式学級を有する学校

小 学 校 229／978校（23.4％）

中 学 校 34／575校（ 5.9％）

義務教育学校 10／ 19校（52.6%)

Ⅰ 問題意識
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参考：「義務教育の在り方WG発表資料『北海道の小規模校における遠隔教育特例校制度を含めたオンラインの活用』」（北海道教育委員会）

○ 北海道教育推進計画 施策項目13「ICT活用の推進」

参考：「北海道教育推進計画」（2023年度～2027年度 北海道教育委員会）
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☆過去の道研プロジェクト研究

R2 環境構築、
授業モデル

R3 遠隔合同授業
の実践・検証

過去の研究からの課題
▲ 相手校を探すのに手間がかかる
▲ 相手校との調整に時間がかかる

など

Ⅰ 問題意識
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☆令和５年度道研研修講座「へき地・複式教育充実研修」
受講者アンケートより（北海道立教育研究所）



遠隔地にある学校同士をつなぎ、学校間交流や連絡調整等をするため

のコミュニティサイトの開発及び運用支援を通して、遠隔合同授業を促

進する。

コミュニティ

参考資料集

Ⅱ 研究目的

7

○ 遠隔地にある学校同士をつなぐコミュニティサイト

の構築及び検証

・コミュニティサイトの構築、周知、試行実施

・コミュティサイト利用者からの聞き取り調査

・コミュニティサイトの改善、再構築

Ⅲ 研究方法
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コミュニティサイトの構築、周知、試行実施

Ⅲ 研究方法

○ 遠隔交流コミュニティサイトのイメージ
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遠隔交流コミュニティ
（Google Classroom）

Ａ小学校 Ｂ小学校

Ｃ小学校 Ｄ小学校
Ｆ小学校

Ｅ小学校

道教委配付の
アカウントがあれば
コミュニティに
入室可能

9

Ⅲ 研究方法

○ コミュニティサイトにおける学校同士をつなぐイメージ

コミュニティサイトの構築、周知、試行実施
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北海道内の学校が
コミュニティサイトで

つながり遠隔合同授業を
実施することをイメージ



Ⅲ 研究方法

①へき地・小規模校コミュニティサイトにアクセス

遠隔交流
コミュニティ

②遠隔交流コミュニティに
入室（Google Classroom）

○ 道研が管理者として作成したコミュニティサイト
③登録されている内容を見て、

学校に連絡

コミュニティサイトの構築、周知、試行実施
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○申請内容
・メールアドレス ・学校名
・校長名 ・担当者名
・学校電話番号 ・対象学年
・対象児童生徒数 ・遠隔交流の目的
・交流の内容又は単元（題材）名
・教科等 ・実施時期
・今回登録する遠隔交流に係る接続回
数（予定）

・接続する際のWeb会議ツール
・使用しているクラウドサービス
・実施したい内容に係る資料

遠隔交流登録ページ

登録申請フォームコミュニティ
サイト

7/20事務連絡発出

7/24(月)アクセス数：41

7/21(金)アクセス数：54

Ⅳ 結果
※サイトのアクセス数の解析

道内の学校 23校の登録
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Ⅳ 結果

白老町立竹浦小学校と
白老町立虎杖小学校の遠隔交流

虎杖
小学校

竹浦
小学校

○ コミュニティサイトの試行実施

Map-It マップイット | 地図素材サイト
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Ⅴ 分析
○ コミュニティサイト利用者からの聞き取り調査

① 遠隔交流をすでに実施している小学校では、同じ市町村
内や中学校区において、交流を行っている。

※コミュティサイトに係る課題から

参考：「コミュニティサイトに係る聞き取り調査」（北海道立教育研究所）

② 遠隔授業に対してハードルが高いと感じる教職員がいる。

③ 学校として登録する形式では、授業を行う教員が気軽に
連絡を取りにくい。

④ フォームの項目数が多いため、入力に少し手間がかかる。
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Ⅵ 考察
○ 改善したコミュニティの交流イメージ

全道一円のコミュニティ 各地域単位のコミュニティ
（管内、市町村内等）

Before After①
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Ⅵ 考察

他の学校での取組に
ついて聞いてみたり、

授業での教材の使用法
や工夫等を交流したり

します。

情報交流
題材についての
子どもたちの反応を

交流する

A先生…子どもたちと一緒に植物の成長を
観察する活動を計画しています。

情報共有しませんか？

A先生…ありがとうございます！ぜひお願いします！

Classroom

Google 
Classroomを主体

に改善

授業づくりに関する
情報を共有する

学校生活の様子を
互いに見せ合う

交流する

成果物の発表を見てもらう

発表内容の感想をもらう②③

16

B先生…昨年、植物の成長をデジタル日記で
記録する活動を行いました。資料を共有しますよ！

○ 改善したコミュニティの交流イメージ



Ⅵ 考察
○ へき地・小規模校コミュニティ

Classroom
④
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ストリーム

Ⅵ 考察
○ 結果を踏まえたコミュニティサイトの改善

当初（before） 改善（after）

① 規 模 北海道全域
各地域単位のコミュニティ
（管内、市町村内等）

② 目 的 遠隔合同授業
日常の情報交流や
遠隔合同授業

③ 利用者
(アカウント)

学校代表
(道教委配付のアカウント)

教職員個人
(市町村教委配付のアカウント)

④ サイト
Web→Google Classroom
様式への登録

Google Classroom
ストリームでの情報交換
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Ⅶ 活用に向けて
○ 深川市のへき地・小規模校コミュニティ（多度志小学校と北新小学校）

北新
小学校

音江
小学校

納内
小学校

多度志
小学校

深川市

現在は多度志小学校と北新小学校で実施
今後は市内の４校にコミュニティを広げる計画

Map-It マップイット | 地図素材サイト

道徳科の授業でJamboard等を
活用して自分の考えを交流
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Ⅷ 成果
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Classroom

コミュニティサイトの
試行実施を通して、
課題を明らかにし、
改善を施した結果、
学校に寄り添った
コミュニティを
再構築することができた。



Ⅸ 今後の課題

☆へき地・小規模校コミュニティの改善及び運用の支援の継続
と自走化に向けた助言

・空知管内（深川市） ・上川管内（道へき複研究大会）
・後志管内（後志管内へき地・複式教育研究連盟）

○ 今後に向けて
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☆異なるクラウドサービス間の交流に向けたプラットフォーム
の検討

☆北海道へき地・複式教育研究連盟との連携を踏まえたコミュ
ニティの普及・啓発

令和５年度プロジェクト研究成果報告会

令和６年３月19日

北海道立教育研究所

へき地・小規模校における
遠隔合同授業の推進に関する研究
－遠隔合同授業実施に向けた

プラットフォームの開発を通して－

ご清聴ありがとうございました


